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01 将来構想の考え方 

　玉穂町、田富町、豊富村は、市制を施行して、安定した行財政基盤の確立、行政サービスの維持・向上を目指すとともに、

地方分権を担う自治体を創るため、合併協議会を設立し検討を重ねています。 

　この「新市将来構想」は、新市づくりの方向や、10年後を目指した取り組みを具体的に示して、合併による「新市づくり」

のイメージを明らかにするとともに、今後の「新市建設計画」の土台となるものです。 

　住民の皆様が感じたことや、ご質問、ご意見などを率直に出し合っていただき、21世紀を担うにふさわしい、新しい私た

ちの市を、一緒に創り上げていきたいと考えています。 

　住民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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　合併10年後の平成27年を基本に、概ね20年から30年

後の長期的な姿も見据えたものとします。 

目 標 年 次 

　合併特例債を活用した事業を実施する新市を基本に、

市町村合併支援プランに基づく国・県、その他特定非営

利活動法人（NPO）、第3セクター、民間など、あらゆるもの

を想定します。 

事 業 主 体 

　新市の平成27年における人口は、新市づくり施策の実

行による人口増加も勘案し、3万3,500人程度と想定します。 

人口フレーム 




